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   警 察 等 が 取 り 扱 う 死 体 の 死 因 又 は 身 元 の 調 査 等 に 関 す る 法 律 

 （ 目 的 ） 

第 一 条 こ の 法 律 は 、 警 察 等 （ 警 察 及 び 海 上 保 安 庁 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が 取 り 扱 う 死 体 に つ い て 、 調 査 、

検 査 、 解 剖 そ の 他 死 因 又 は 身 元 を 明 ら か に す る た め の 措 置 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 死 因 が

災 害 、 事 故 、 犯 罪 そ の 他 市 民 生 活 に 危 害 を 及 ぼ す も の で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 場 合 に そ の 被 害 の 拡 大

及 び 再 発 の 防 止 そ の 他 適 切 な 措 置 の 実 施 に 寄 与 す る と と も に 、 遺 族 等 の 不 安 の 緩 和 又 は 解 消 及 び 公 衆 衛 生

の 向 上 に 資 し 、 も っ て 市 民 生 活 の 安 全 と 平 穏 を 確 保 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 （ 礼 意 の 保 持 ） 

第 二 条 警 察 官 は 、 死 体 の 取 扱 い に 当 た っ て は 、 礼 意 を 失 わ な い よ う に 注 意 し な け れ ば な ら な い 。 

 （ 遺 族 等 へ の 配 慮 ） 

第 三 条 警 察 官 は 、 死 体 の 取 扱 い に 当 た っ て は 、 遺 族 等 の 心 身 の 状 況 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 に つ い て 適

切 な 配 慮 を し な け れ ば な ら な い 。 

 （ 死 体 発 見 時 の 調 査 等 ） 
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第 四 条 警 察 官 は 、 そ の 職 務 に 関 し て 、 死 体 を 発 見 し 、 又 は 発 見 し た 旨 の 通 報 を 受 け た 場 合 に は 、 速 や か に

当 該 死 体 を 取 り 扱 う こ と が 適 当 と 認 め ら れ る 警 察 署 の 警 察 署 長 に そ の 旨 を 報 告 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 警 察 署 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 報 告 又 は 死 体 に 関 す る 法 令 に 基 づ く 届 出 に 係 る 死 体 （ 犯 罪 行 為 に よ り 死

亡 し た と 認 め ら れ る 死 体 又 は 変 死 体 （ 変 死 者 又 は 変 死 の 疑 い が あ る 死 体 を い う 。 次 条 第 三 項 に お い て 同 じ 。 ）

を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に つ い て 、 そ の 死 因 及 び 身 元 を 明 ら か に す る た め 、 外 表 の 調 査 、 死 体 の 発

見 さ れ た 場 所 の 調 査 、 関 係 者 に 対 す る 質 問 等 の 必 要 な 調 査 を し な け れ ば な ら な い 。 

３ 警 察 署 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 調 査 を 実 施 す る に 当 た っ て は 、 医 師 又 は 歯 科 医 師 に 対 し 、 立 会 い 、 死 体

の 歯 牙 の 調 査 そ の 他 必 要 な 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。 

 （ 検 査 ） 

第 五 条 警 察 署 長 は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 又 は 死 体 に 関 す る 法 令 に 基 づ く 届 出 に 係 る 死 体 （ 犯 罪 捜

査 の 手 続 が 行 わ れ る 死 体 を 除 く 。 以 下 「 取 扱 死 体 」 と い う 。 ） に つ い て 、 そ の 死 因 を 明 ら か に す る た め に

体 内 の 状 況 を 調 査 す る 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 必 要 な 限 度 に お い て 、 体 内 か ら 体 液 を 採 取 し て 行

う 出 血 状 況 の 確 認 、 体 液 又 は 尿 を 採 取 し て 行 う 薬 物 又 は 毒 物 に 係 る 検 査 、 死 亡 時 画 像 診 断 （ 磁 気 共 鳴 画 像
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診 断 装 置 そ の 他 の 画 像 に よ る 診 断 を 行 う た め の 装 置 を 用 い て 、 死 体 の 内 部 を 撮 影 し て 死 亡 の 原 因 を 診 断 す

る こ と を い う 。 第 十 三 条 に お い て 同 じ 。 ） そ の 他 の 政 令 で 定 め る 検 査 を 実 施 す る こ と が で き る 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ る 検 査 は 、 医 師 に 行 わ せ る も の と す る 。 た だ し 、 専 門 的 知 識 及 び 技 能 を 要 し な い 検 査 で

あ っ て 政 令 で 定 め る も の に つ い て は 、 警 察 官 に 行 わ せ る こ と が で き る 。 

３ 第 一 項 の 場 合 に お い て 、 取 扱 死 体 が 変 死 体 で あ る と き は 、 刑 事 訴 訟 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 一 号 ）

第 二 百 二 十 九 条 の 規 定 に よ る 検 視 が あ っ た 後 で な け れ ば 、 同 項 の 規 定 に よ る 検 査 を 実 施 す る こ と が で き な

い 。 

 （ 解 剖 ） 

第 六 条 警 察 署 長 は 、 取 扱 死 体 に つ い て 、 第 三 項 に 規 定 す る 法 人 又 は 機 関 に 所 属 す る 医 師 そ の 他 法 医 学 に 関

す る 専 門 的 な 知 識 経 験 を 有 す る 者 の 意 見 を 聴 き 、 死 因 を 明 ら か に す る た め 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、

解 剖 を 実 施 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 解 剖 は 、 医 師 に 行 わ せ る も の と す る 。 

２ 警 察 署 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 解 剖 を 実 施 す る に 当 た っ て は 、 あ ら か じ め 、 遺 族 に 対 し て 解 剖 が 必 要 で

あ る 旨 を 説 明 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 遺 族 が な い と き 、 遺 族 の 所 在 が 不 明 で あ る と き 又 は 遺 族 へ の
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説 明 を 終 え て か ら 解 剖 す る の で は そ の 目 的 が ほ と ん ど 達 せ ら れ な い こ と が 明 ら か で あ る と き は 、 こ の 限 り

で な い 。 

３ 警 察 署 長 は 、 国 立 大 学 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 国 立 大 学 法 人 、 地

方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 六 十 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 公 立 大 学 法 人 、 私 立 学 校 法

（ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 七 十 号 ） 第 三 条 に 規 定 す る 学 校 法 人 そ の 他 の 法 人 又 は 国 若 し く は 地 方 公 共 団 体

の 機 関 で あ っ て 、 国 家 公 安 委 員 会 が 厚 生 労 働 大 臣 と 協 議 し て 定 め る 基 準 に 該 当 す る と 都 道 府 県 公 安 委 員 会

が 認 め た も の に 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 解 剖 の 実 施 を 委 託 す る こ と が で き る 。 

４ 前 条 第 三 項 の 規 定 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 解 剖 を 実 施 す る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 

 （ 守 秘 義 務 等 ） 

第 七 条 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 解 剖 の 実 施 の 委 託 を 受 け た 法 人 又 は 機 関 の 役 員 若 し く は 職 員 又 は こ れ ら の

職 に あ っ た 者 で あ っ て 、 当 該 解 剖 の 実 施 に 関 す る 事 務 に 従 事 し た も の は 、 当 該 事 務 に 関 し て 知 り 得 た 秘 密

を 漏 ら し て は な ら な い 。 

２ 前 項 の 規 定 は 、 同 項 に 規 定 す る 者 が 、 同 項 に 規 定 す る 事 務 に よ っ て 得 ら れ た 医 学 的 知 見 を 公 衆 衛 生 の 向
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上 又 は 医 学 の 教 育 若 し く は 研 究 の た め に 活 用 す る こ と を 妨 げ る も の で は な い 。 

 （ 身 元 を 明 ら か に す る た め の 措 置 ） 

第 八 条 警 察 署 長 は 、 取 扱 死 体 に つ い て 、 そ の 身 元 を 明 ら か に す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 必

要 な 限 度 に お い て 、 血 液 、 歯 牙 、 骨 等 の 当 該 取 扱 死 体 の 組 織 の 一 部 を 採 取 し 、 又 は 当 該 取 扱 死 体 か ら 人 の

体 内 に 植 え 込 む 方 法 で 用 い ら れ る 医 療 機 器 を 摘 出 す る た め に 当 該 取 扱 死 体 を 切 開 す る こ と が で き る 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ る 身 元 を 明 ら か に す る た め の 措 置 は 、 医 師 又 は 歯 科 医 師 に 行 わ せ る も の と す る 。 た だ し 、

血 液 の 採 取 、 爪 の 切 除 そ の 他 組 織 の 採 取 の 程 度 が 軽 微 な 措 置 で あ っ て 政 令 で 定 め る も の に つ い て は 、 警 察

官 に 行 わ せ る こ と が で き る 。 

３ 第 五 条 第 三 項 の 規 定 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 身 元 を 明 ら か に す る た め の 措 置 に つ い て 準 用 す る 。 

 （ 関 係 行 政 機 関 へ の 通 報 ） 

第 九 条 警 察 署 長 は 、 第 四 条 第 二 項 、 第 五 条 第 一 項 又 は 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 措 置 の 結 果 明 ら か に な っ

た 死 因 が 、 そ の 後 同 種 の 被 害 を 発 生 さ せ る お そ れ の あ る も の で あ る 場 合 に お い て 、 必 要 が あ る と 認 め る と

き は 、 そ の 旨 を 関 係 行 政 機 関 に 通 報 す る も の と す る 。 
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 （ 死 体 の 引 渡 し ） 
第 十 条 警 察 署 長 は 、 死 因 を 明 ら か に す る た め に 必 要 な 措 置 が と ら れ た 取 扱 死 体 に つ い て 、 そ の 身 元 が 明 ら

か に な っ た と き は 、 速 や か に 、 遺 族 そ の 他 当 該 取 扱 死 体 を 引 き 渡 す こ と が 適 当 と 認 め ら れ る 者 に 対 し 、 そ

の 死 因 そ の 他 参 考 と な る べ き 事 項 の 説 明 を 行 う と と も に 、 着 衣 及 び 所 持 品 と 共 に 当 該 取 扱 死 体 を 引 き 渡 さ

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 者 に 引 き 渡 す こ と が で き な い と き は 、 死 亡 地 の 市 町 村 長 （ 特 別 区 の 区 長

を 含 む 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に 引 き 渡 す も の と す る 。 

２ 警 察 署 長 は 、 死 因 を 明 ら か に す る た め に 必 要 な 措 置 が と ら れ た 取 扱 死 体 に つ い て 、 そ の 身 元 を 明 ら か に

す る こ と が で き な い と 認 め る と き は 、 遅 滞 な く 、 着 衣 及 び 所 持 品 と 共 に 当 該 取 扱 死 体 を そ の 所 在 地 の 市 町

村 長 に 引 き 渡 す も の と す る 。 

 （ 国 家 公 安 委 員 会 規 則 へ の 委 任 ） 

第 十 一 条 第 二 条 か ら 前 条 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 警 察 が 取 り 扱 う 死 体 の 死 因 又 は 身 元 を 明 ら か に す る た

め の 措 置 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 国 家 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め る 。 

 （ 準 用 ） 
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第 十 二 条 第 二 条 か ら 前 条 ま で の 規 定 は 、 海 上 保 安 庁 が 死 体 を 取 り 扱 う 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に

お い て 、 こ れ ら の 規 定 中 「 警 察 官 」 と あ る の は 「 海 上 保 安 官 又 は 海 上 保 安 官 補 」 と 、 第 四 条 第 一 項 中 「 警

察 署 の 警 察 署 長 」 と あ る の は 「 海 上 保 安 部 長 等 （ 政 令 で 定 め る 管 区 海 上 保 安 本 部 の 事 務 所 の 長 を い う 。 以

下 同 じ 。 ） 」 と 、 同 条 第 二 項 及 び 第 三 項 、 第 五 条 第 一 項 、 第 六 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 、 第 八 条 第 一 項 、

第 九 条 並 び に 第 十 条 中 「 警 察 署 長 」 と あ る の は 「 海 上 保 安 部 長 等 」 と 、 前 条 中 「 警 察 」 と あ る の は 「 海 上

保 安 庁 」 と 、 「 国 家 公 安 委 員 会 規 則 」 と あ る の は 「 国 土 交 通 省 令 」 と 読 み 替 え る ほ か 、 必 要 な 技 術 的 読 替

え は 、 政 令 で 定 め る 。 

 （ 人 材 の 育 成 等 ） 

第 十 三 条 政 府 は 、 警 察 等 が 取 り 扱 う 死 体 の 死 因 又 は 身 元 を 明 ら か に す る た め の 措 置 が 正 確 か つ 適 切 に 遂 行

さ れ る よ う 、 当 該 措 置 に 係 る 業 務 に 従 事 す る 警 察 官 、 海 上 保 安 官 、 海 上 保 安 官 補 、 医 師 、 歯 科 医 師 等 の 人

材 の 育 成 及 び 資 質 の 向 上 、 大 学 に お け る 法 医 学 に 係 る 教 育 及 び 研 究 の 充 実 、 死 体 の 検 案 及 び 解 剖 並 び に 死

体 の 科 学 調 査 （ 死 因 又 は 身 元 を 明 ら か に す る た め 死 体 に 対 し て 行 う 薬 物 及 び 毒 物 に 係 る 検 査 、 死 亡 時 画 像

診 断 、 遺 伝 子 構 造 の 検 査 、 歯 牙 の 調 査 そ の 他 の 科 学 的 な 調 査 を い う 。 ） の 実 施 体 制 の 充 実 そ の 他 必 要 な 体
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制 の 整 備 を 図 る も の と す る 。 

 （ 財 政 上 の 措 置 ） 

第 十 四 条 政 府 は 、 警 察 等 が 取 り 扱 う 死 体 の 死 因 又 は 身 元 を 明 ら か に す る た め の 措 置 が 円 滑 に 実 施 さ れ る よ

う に す る た め 、 必 要 な 財 政 上 の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 罰 則 ） 

第 十 五 条 第 七 条 第 一 項 （ 第 十 二 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に 違 反 し た 者 は 、 一 年 以 下 の 懲

役 又 は 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

   附 則 

 （ 施 行 期 日 ） 

第 一 条 こ の 法 律 は 、 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

 （ 死 体 解 剖 保 存 法 の 一 部 改 正 ） 

第 二 条 死 体 解 剖 保 存 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

  第 二 条 第 一 項 第 四 号 中 「 第 二 百 二 十 二 条 第 一 項 」 を 「 同 法 第 二 百 二 十 二 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 に 次 の



 九

一 号 を 加 え る 。 

  七 警 察 等 が 取 り 扱 う 死 体 の 死 因 又 は 身 元 の 調 査 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 三 十 四 号 ） 第 六

条 第 一 項 （ 同 法 第 十 二 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 解 剖 す る 場 合 

  第 七 条 第 二 号 中 「 且 つ 」 を 「 か つ 」 に 改 め 、 同 条 第 三 号 中 「 又 は 第 四 号 」 を 「 、 第 四 号 又 は 第 七 号 」 に

改 め る 。 





 一 一

     理 由 

 警 察 等 が 取 り 扱 う 死 体 に つ い て 死 因 又 は 身 元 を 明 ら か に す る こ と を 通 じ て 、 死 因 が 災 害 、 事 故 、 犯 罪 そ の

他 市 民 生 活 に 危 害 を 及 ぼ す も の で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 場 合 に そ の 被 害 の 拡 大 及 び 再 発 の 防 止 そ の 他 適

切 な 措 置 の 実 施 に 寄 与 す る と と も に 、 遺 族 等 の 不 安 の 緩 和 又 は 解 消 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上 に 資 し 、 も っ て 市 民

生 活 の 安 全 と 平 穏 を 確 保 す る た め 、 当 該 死 体 に つ い て 、 調 査 、 検 査 、 解 剖 そ の 他 死 因 又 は 身 元 を 明 ら か に す

る た め の 措 置 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 法 律 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。 


